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テ ン トウム シ 科 の系統分類に関す る知見の整理なら

び に Aspidimerini族 の位置につ いて

佐 々 治寛之 （福井大 ・教育 ・生物）

Recent　contributions 　to　the 　phybgeny 　 of 　Cocci−

neHidae
，
　 and 　on 　the　position　of　the　tribe　Aspid噌

imeriniHIROYUKI

　SASAJ【

　 テ ソ トウム シ 科の系統分類に つ い て は ，佐 々 治

　（1958 ，ユ971）の 発表 以 降，そ れ が 契機 と な っ た と

み え ， 各地 で研究が 盛 ん に なされ る よ うに な っ た Q

Phuoc　＆　Stehr （1974）　や 　Iablokoff−Khnzorian

（1976）など独自の 見解を示すもの もあ るが，多 くは

佐 々 治の 体系を 基本的 に 容認 し，それ を 部分的に 修

正 ・追加 した も の で あ る。そ れ らの 新 しい 知見 もか

な りの 量 に 達 した の で 整理 して お きtg い 。ま た，

Aspidimerini 族 は Scymninae 亜 科 に 所属 させ て

い た が，幼虫 は Platynaspini 族 に極め て酷似 し，

成 虫 形 態 に も多 くの 共 通点 が あ り，その 他多数の 形

質を比較検討 し た 結果，Chilocorinae 亜科｝こ 移 し，

Platynas蜘 1族の 近 くに お く方が 妥当と 考え る に い

た っ た 。 以上を総括す る と次 に 示 す よ うな 体系 に整

理 され る。

　 　 　 　 　 　 　 　 C〔rccinellidae

Sticholotidinae− Sukunah 三konini，　Sarangiini，

　 ］｛icroweiseini （Gordon，1977），　Sticho］otidini ，

　Shirozuellini（＝Ghanini　 Ahmad ，1973）．

Ljthophilinae　（Klaushitzer，1971）− Lithophilini．

Coecidulinae− Ceccidulini
，
　 Exoplectrini，　Orysso−

　 mini （Gordon， 1977），　Noviin三、

Scymninae − Cryptognathini （Gordon，ユ971），　 ScY−

　 mnini
，　 Stethorini，　Cranophorini，　 Hyperaspini，

　 Scymnillini，　 Ortaliini．

Chilocorinae− Telsimiini
，
　Aspidimerini （from

　Scymninae），　Platynaspini，　Chilocoriエ／i，

Epilachninae − Epilachnini，　 Madaini （Gordon ，

　1975）

Coccinellinae− Discotomini ，　 Singhikalini（Miya ・

　take ，1972），　Psylloborini，　CoccinelHni（＝Tyt．

　taspini
，　Bulaeini，　Savoiskaja，1969）

苔虫休芽の 海水に対する抵抗姓

織田 秀実 （立教大 ・一般教育 ・ 生物）

Resistibllity　 of 　the 　 statob ］asts　tQ　sea 　 water

SHUZITU 　ODA

　 オ オ マ リ コ ケ ム シ Pectinatetla　magitifica （Leレ

dy）は IS51年に フ ィ ラ デ ル フ ィ ア で 発見 され て 以来

北 ア メ リカ 東部一帯に 産す る こ とが 知 られ，1883年

以降，中央 コ
ー

ロ ッ パ に も生息す る よ うに な っ た 。

本邦 で は 1972年に 河 口 湖 に 突然出現 し て か ら精進湖
・柴山 潟

・木場潟 。印旛沼 と次第に 分布が拡大す る

傾向に あ る。国内で の 分布の 拡散に は 釣師 た ち の 移

動が 関連 し て い る こ とが充分考え られ るが，最初 ど

の よ うに し て 渡来 した か は 全 く分 ら ない 。
1880 年代

に ドィ ッ の ハン ブ ル ク 近 くに こ の コ ケ ム シ が 出現す

る よ うに な っ た 経緯も明 らか で は な い 。船 底 に 付着

し た ス タ ト ブ ラ ス トh；eeと＃．
　1’こ大西洋を渡 り，河を

遡航 して淡水 に 入 っ て か ら発芽 し，増殖した の で は

な い か と推測 さ れ て い るに すぎない
。 そ こ で オ オ マ

リ コ ケ ム シ の ス タ トブ ラ ス F （1976年 10月 お よ び

1978年 8 月 に 精進湖 で 採 取 ，浸水の ま ま 冷蔵保存）

を 用 い て 海 水 に 対す る抵抗性を確か め て み た。

　1）海水中 で は ， た とえ 希駅 した も の で も，25°C

明 の 状態で は 全 く発芽 し な い が．こ れ を 淡水 に 戻す

と殆 ど全部が発芽した。2）海水中に 1〜 3 週間浸 し

て 冷 蔵 した もの を淡 水 に 戻 し て 25 ℃ 明 の 状態 に 保

つ と，殆 どの もの が 発芽 した 。 3）海水 中に 6 か 月冷

蔵した もの で も淡水中で は か な り発芽 した 。しか

し．海水 中で 25°C に 1週間保 っ て か ら淡水 に 戻し

た 場諦 こは 発芽率 は 相当低下 して い た。

　 こ れ ら の 結果 か らJ 船が 湖水 な どに 停泊中 に 幼生

が船底に 付着 し，成長 した 群体塊 に 形成 され た ス タ

トブ ラ ス トは ，渡洋の た め 長 期間海水中 に あ っ て も

発芽能力 を保持 し ， 淡水 に 移 っ て か ら発芽条件が 満

され れ ば発芽 し得 る可能性が充分裏付け られ る 。
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